
　いしかり砂丘の風資料館は、石狩の博物館。博物
館のミッションは、展示だけじゃありません。石狩
のことを多くの人に知ってもらう展示を作るために
は、その“材料”がないと、話になりません。それ
が、調査・研究。博物館の学芸員はミッション遂行
のため、大量の業務の合間を縫って、野外を駆け回
り、資料を分析し、文書を解読しています。
　毎年の研究成果の主なものは、当館紀要に掲載し

ています。外部の研究者や市民の研
究成果も。先日発行された第15巻
から、石狩の“新発見”を、ちょっと
だけ紹介！

資料館紀要は、石狩市
民図書館などで読むこ
とができます。
資料館webではPDF版
を公開しています。

2024年５月11日、北海道や東日本
の各地で低緯度オーロラが観測され
ました。石狩市厚田でも“赤いオーロ
ラ”が撮影されました。厚田で観測さ
れたのは1989年、2017年に続いて
３回目です。（志賀健司）

2024年５月11日、北海道や東日本

赤いオーロラ出現！

石狩市厚田区の神社の分布や成り立ちを調べ
た結果、創立時期や祭神は、漁業や農業とい
った生業と関連していることが確認されまし
た。（坂本恵衣）

石狩市厚田区の神社の分布や成り立ちを調

厚田の神社、創立と分布
に法則が…!?

北海道にいないはず
のイシガメを発見！

本来は本州以南にしか生息していな
い国内外来種、ニホンイシガメが捕
獲されました。（更科美帆さん・高橋
恵美さん

石狩湾新港にヘラシギ！

絶滅危惧種（CR）のヘラシギが石狩湾新港に
やってくることを確認！（内田耕平さん）

新石狩、ハッケン！

撮影：吉田 学さん



９～11月の展示・講座

石狩浜に建てられたアトリエ「石狩
画廊」で石狩の海や浜辺の風景を主
題にした絵を描いた画家渋井一夫
は、力強い色遣いと絵に詩を添える
独特の画風で人々を魅了しました。
没後30年を控え、石狩市が所蔵する作品から代表的
なものを中心にその画業を振り返ります。

■期間　　11月26日（水）～12月22日（月）　※火曜休館
■場所　　いしかり砂丘の風資料館
※資料館の入館料が必要です。（大人300円）

渋井一夫は絵だけでなく、写真やデザインにも才能を
発揮しました。渋井一夫が自ら撮影した写真を使って
デザインした石狩町観光ポスターのパネル展を、石狩
市民図書館で開催。

■期間　　10月28日（火）～11月９日（日）※休館日あり
■場所　　石狩市民図書館（石狩市花川北７条１丁目）
※入館無料。図書館の休館日・開館時間にご注意ください。

★石狩さけまつり期間（9/27-28）に、旧石狩小学校円形校舎
　（石狩市横町39）でも展示します。

「紅葉山33号遺跡出土の漆塗り弓（文様入り）」が
新たに市指定文化財となったことを記念して、実物資
料や関連資料を紹介する特別展を開催中。日頃は見る
ことのできない、約２千年前の漆塗り弓の魅力をお楽
しみください。

■期間　　７月２日（水）～11月３日（月）　※火曜休館
■場所　　いしかり砂丘の風資料館
※資料館の入館料が必要です。（大人300円）

―海辺の寄り鯨―
海辺に打ち上がるクジラやイルカ。石狩湾や北海道沿
岸の“寄り鯨”を、自然科学と文化・歴史からトーク！

「クジラのおなかに入る話」
　　　松田純佳さん（ストランディングネットワーク北海道）
「見つかる・伝わる イルカ・クジラ」
　　　髙橋美鈴さん（余市水産博物館）

■日時　　９月20日（土） 16:00～17:30
■場所　　紀伊國屋書店札幌本店（JR札幌駅西口）
　　　　　１階インナーガーデン
※参加無料・申込不要（直接会場へお越しください。）

石狩浜の漂着物を観察・採集し
て、正体や起源を考えます。

■日時　　10月26日（日） 09:00～13:00
■場所　　石狩浜（集合：資料館）
■対象　　小学４年生～大人（小学生は保護者同伴）
■定員　　20人（申込先着順）　　■参加料　無料
■申込　　10/1（金）～10/23（木）の間に電話で
　　　　　資料館へ（0133-62-3711）

11/3ま
で!

新たに市指定文化財となった「紅葉
山33号遺跡出土の漆塗り弓（文様
入り）」（約2000年前）の文様をモチーフに、コー
スターをつくります。

■日時　　10月25日（土） 10:00～11:30
■場所　　いしかり砂丘の風資料館
■対象　　小学１年生～大人（小学生は保護者同伴）
■定員　　10人（申込先着順）　　■参加料　無料
■申込　　10/1（水）～10/22（水）の間に電話で
　　　　　資料館へ（0133-62-3711）


